
スポーツで健康にとあいさつ 教育民生委員長としてあいさつ

東出雲交番前交差点でもPR

9月松江市議会
　９月10日から10月６日までの会期
で、９月定例議会が開会になりました。
９月議会は、平成25年度決算も審議
し、全ての議案を議決し閉会しました。
　このうち、子ども･子育て支援新制度

施行に伴う松江市条例の制定(廃止・改
正)、松江市斎場の管理を指定管理者に
行わせ料金も改正する条例案、上水道
の料金体系見直しと統一を図る条例改
正案などを議決しました。一般会計補正
予算では、松江市営テニス場の人工芝
張替えや、高齢者肺炎球菌予防接種・

幼児の水痘ワクチン接種事業などに３
億５３００万円を計上しています。
　また、野々内が委員長を務める教育民生
委員会提出議案の「手話言語法制定を求め
る意見書について」は、全会一致で採決さ
れました。（予算金額や提出議案の詳細は
市ホームページや市報等をご覧ください）

ののうち誠 プロフィール
昭和25年11月26日生まれ、 63歳。
住所／松江市東出雲町出雲郷1670
電話／0852-52-3117 （FAX兼用）

【学　歴】
昭和44年3月／島根県立松江農林高等学校卒業
【職　歴】
昭和44年4月～平成23年3月／東出雲町職員（企画財政課長、保健福祉課
長、教育委員会教育次長、総務課長、参事）
平成25年4月／松江市議会議員選挙2期目当選、教育民生委員会委員
長、議会広報等特別委員会委員長、総合交通対策特別委員会委員
【活動歴】
出雲郷公民館主事（11年間）、出雲郷公民館運営委員、体育協会出雲郷支部事務局、
消防団第三分団部長、出雲郷小学校PTA会長（3年間）、PTA連絡協議会会長、
松江市農業委員、体育協会出雲郷副支部長、MJG島根硬式野球クラブ顧問、
松農会東出雲支部長

◆後援会事務局◆
〒699-0108 松江市東出雲町出雲郷1670
TEL・FAX／0852-52-3117
Eメール nonouchi＠mable.ne.jp
http://www.mable.ne.jp/ ~nonouchi/

　ののうち誠後援会にご加入いただき、一緒にまちづくり
をしていきましょう。この度後援会だよりvol.13を発行いた
しましたので、ご高覧いただきますようお願い申しあげます。

最 近 の 活 動から
教育民生員会の行政視察自転車安全利用条例をＰＲしました

　10月15日、松江市議会教育民生委員会は行政
視察で群馬県前橋市を訪問し、学校給食の地産地
消や学校給食費の公会計化を研修しました。
　台風19号の余波で、富山県南砺市での地域
包括ケアシステムなどの視察は中止せざるを得
なく、日程を変更しての行政視察となりました。
前橋市は、首都圏に近いことから農産物の生産
が盛んで、学校給食の地産池消(野菜)のうち市
内産の割合は47.59％(平成25年度実績)とい
う高割合です。
　農作物の生産量と消費地の立地の課題、農
林部局・ＪＡの積極性、納入農家の発掘と組織
化など、今後の松江市の食育の充実への参考
になりました。

　松江市議会議員が調査研究し初めての政策条例として、６月定
例市議会で全会一致で可決した「松江市自転車安全利用条例」。
条例の効力が発生する８月１日に、ＪＲ松江駅の通路でチラシの
配布活動を行いました。
　また、9月30日には、秋の交通安全運動に連動して市内の交差点25
箇所で「自転車マナーアップ街頭指導」が一斉に行われました。このうち
野々内は、東出雲交番前の国道9
号線の交差点に立ちました。
　この条例がきっかけとなって、
自転車の交通ルールとマナーが
きちんと守られ、自転車事故がな
くなってほしいものです。

わこう杯親善ゲートボール大会であいさつ

　色々なイベントに案内をいただきます。９月27日には、東出雲町の
錦浜ふれあい広場に出かけ、「第７回わこう杯親善ゲートボール大会」
の開会式に出席しました。飯南、奥出
雲、雲南、安来、松江、鳥取県南部から
45チームが参加する大会です。主催
の加藤勇和光産業㈱社長のあいさつ
の後、来賓としてのあいさつをさせて
いただきました。

ホームページを開設しています。
ブログもやっています。
お気軽にケイタイからご覧いた
だけます。

後援会のお知らせ

ののうち
まこと
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ブログで日々の活動を紹介しています。 フェイスブックもやっています。

後 援 会 だ よ り

13
October
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人口減少と都市計画
　人口が減っていくことが大きな社会問題となっています。松江市では、東出雲町と
玉湯町を除き、中心市街地でも周辺地域でも人口減少が進んでいます。両方の地
域も市民の生活があり、持続可能な地域の発展を願っています。
　一方、都市計画法という法律は、無秩序な市街化を防止し、計画的な市街化を図
ることを主たる目的として線引き制度を導入。しかし、人口増加のほとんど見られな
い地方の中小都市にまで、画一的に線引き制度を適用する合理性が希薄化したた
め、平成１２年の改正において線引きの選択が出来るように改正されました。
　人口減少社会では、現在の公共施設(道路・上下水道等)の維持を、少人数で負
担することになります。必ず迎えるこの課題に対して、市全体で考えていかなけれ
ばなりません。中心市街地を語ることは周辺地域を語ることでもあり、都市計画と
は、百年の大計に立ち、合理的な地域バランスを考える悩ましい選択でもあります。
　私は、問題が蓄積し制度疲労している現行の制度を一旦廃止し、市民参加のも
とで考えた松江市独自の規制を伴った土地利用を制度化してはどうかと
考えています。今後の市政の行方に目が離せません。
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公民館は地域の拠点です（写真は意東公民館）

地域協議会が開かれる支所（東出雲支所）
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